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▲『東海道七 五十三次 藤沢（隷書東海道）』歌川広重 
旅人や客引きなどが描かれ当時の賑わいが感じられる

江
戸
時
代
の
旅
人
を
魅
了
し
た

藤
沢
宿
は
、
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た

東
海
道
の
宿
場
「
東
海
道
五
十
三
次
」

の
ひ
と
つ
。
慶
長
6
年
（
1
6
0
1
）
、

江
戸
幕
府
が
東
海
道
の
駅
制
を
定
め
た

際
に
宿
場
町
と
し
て
整
備
さ
れ
、
場
所

は
起
点
で
あ
る
江
戸
日
本
橋
か
ら
数
え

て
6
番
目
に
あ
っ
た
。

戦
国
時
代
か
ら
、
小
田
原
北
条
氏
が
藤

沢
大
鋸
町
に
幕
府
公
用
の
馬
･
伝
馬
を

置
く
な
ど
、交
通
上
の
要
地
と
さ
れ
て
い

た
。ま
た
、慶
長
元
年（
1
5
9
6
）に
は

徳
川
将
軍
家
の
宿
泊
施
設
で
あ
る
藤
沢

御
殿
が
築
か
れ
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
藤
沢
宿
が
賑
わ
っ
た
理
由

は
、
当
時
の
旅
人
た
ち
に
人
気
の
「
大

山
詣
で
、
江
ノ
島
弁
財
天
詣
で
」
の
要
所

で
あ
っ
た
こ
と
。
東
海
道
を
西
へ
下
り
、

途
中
、
北
西
へ
分
か
れ
る
大
山
道
、
南
へ

下
る
江
の
島
道
、
さ
ら
に
鎌
倉
道
や
八
王

子
道
な
ど
多
く
の
道
が
集
結
し
て
い
た
。

宿
場
町
に
は
、
歌
舞
伎
「
小
栗
判
官
・
照

手
姫
」の
旧
跡
も
あ
る
遊
行
寺
や
、義
経
ゆ
か

り
の
白
旗
神
社
や「
義
経
首
塚
及
び
首
洗
い

井
戸
」が
あ
り
、ま
た一里
歩
け
ば
江
の
島
で

弁
財
天
参
詣
も
で
き
る
。名
所
が
集
ま
る
風

光
明
媚
な
藤
沢
は
、一流
の
絵
師
た
ち
に
よ
っ

て
浮
世
絵
に
描
か
れ
て
い
る
。

江
島
神
社
（
⬇
P
7
）
は
、

古
来
よ
り
聖
域
と
さ
れ
、
島

の
洞
窟
（
現
在
の
江
の
島
岩

屋
）
に
は
空
海
や
日
蓮
な
ど

名
だ
た
る
名
僧
が
修
業
に
訪

れ
た
。
鎌
倉
時
代
に
は
戦
勝

祈
願
を
行
っ
た
源
頼
朝
が
江

の
島
を
訪
れ
、
八
臂
弁
財

天
と
鳥
居
を
奉
納
し
た
と

い
わ
れ
る
。
弘
安
5
年

（
1
2
8
2
）
に
は
、
一
遍
上
人
が
鎌

倉
入
り
を
拒
ま
れ
片
瀬
で
踊
り
念
仏
を

行
っ
た
際
に
も
、
江
の
島
に
参
詣
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

慶
長
5
年
（
1
6
0
0
）
に
は
徳
川
家

康
が
江
島
神
社
を
参
詣
。
そ
の
後
、
江

戸
時
代
に
庶
民
の
間
で
も
弁
財
天
信
仰

が
盛
ん
に
な
る
と
、
江
戸
か
ら
箱
根
の

関
所
を
通
ら
ず
に
参
詣
で
き
る
江
の
島

は
、
憧
れ
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

全
国
に
知
ら
れ
、
多
く
の
人
が
江
の
島

詣
で
に
訪
れ
た
。

藤
沢
が
宿
場
町
に

な
っ
た
背
景

藤
沢
宿
の
特
色

名
所
が
多
い

藤
沢
宿
周
辺

名
僧
や
武
将
が

訪
れ
た

信
仰
の
島

信
仰
･
観
光
の

人
気
ス
ポ
ッ
ト
に

東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
た
藤
沢
宿
。

ゆ
か
り
あ
る
寺
社
や

歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
な
が
ら
、

藤
沢
の
歴
史
を
感
じ
て
み
た
い
。

●ゆぎょうじ

K藤沢市西富1-8-1 kJR藤沢駅北口から徒歩
15分 GJi境内自由（宝物館はG展覧会によ
り異なるJ10時～16時30分。受付は～16時 
i火～金曜。祝日の場合は開館）p15台 
[設備]トイレ、車イス用トイレ、オムツ交換台、
オストメイト対応トイレ

0466-22-2063t

付録オモテE4MAP

遊行寺
鎌倉時代に一遍上人が開いた時宗
の総本山。正中2年（1325）に呑海
上人によって創建され、江戸時代に
は藤沢宿を訪れる多くの旅人が参詣
に訪れた。境内には市指定天然記念
物の大イチョウがそびえる。宝物館
も必見。

●しらはたじんじゃ
さむかわひ

お
ぐ
り
は
ん
が
ん

は
っ
ぴ
べ
ん
ざ
い

て
ん

て
る

て
ひ
め

このみこと

K藤沢市藤沢2-4-7k小田急江ノ島線藤
沢本町駅から徒歩7分GJi境内自由
p20台

0466-22-9210t

付録オモテD4MAP

白旗神社
古くは寒川神社とよばれ、寒川比
古命を祀る。平泉で自害した源義
経の首がこの地に葬られたと伝
わり、宝治3年（1249）に義経も
合祀された。江戸時代から続き、
毎年10月に行われる湯立神楽は
市の重要無形民俗文化財。

て
ん
ま 藤

沢
の
歴
史

ゆ
か
り
の
地
へ

▶
江
戸
幕
府
に
よ
り
作
ら

れ
た
絵
地
図『
東
海
道
分
間

延
絵
図
（
藤
沢
市
蔵
複

製
）』の
藤
沢
宿

▶
旧
東
海
道
沿
い
に
は
宿

場
町
の
名
残
を
と
ど
め
る

風
景
が
あ
る

◀宝物館では絵画
や書籍、工芸など仏
教美術の作品を展
示。特別展も開催

▲秋には見事な黄
色に染まる大イチョ
ウは高さ21m、幹
の周囲は7.1m

▲日蓮聖人像が安置
されている大本堂

▶境内にはそれ
ぞれ義経藤・弁
慶藤とよばれる、
２本の白藤があ
る。弁慶の力石
も必見

▼正式名称は八王山摂取院常光寺。
浄土宗大本山 鎌倉光明寺の末寺

▶『
東
海
道
五
拾
三
次
之
内 

藤
沢
』歌
川
広
重
　
江
の
島一

ノ
鳥
居
を
遊
行
寺
を
背
景
に

し
て
描
い
た
も
の

▶『
江
の
し
ま
参
詣
の
図
』

歌
川
広
重
　
身
分
の
高
い
大

名
の
奥
方
か
大
奥
の
行
列
を

想
像
さ
せ
る

藤
沢
宿
の
歴
史

江
の
島
の
歴
史

◀
現
在
の
社
殿
は
天
保
６
年（
1
8
3
5
）に
建
て
ら
れ
た

●じょうこうじ

K藤沢市本町4-5-21k小田
急江ノ島線藤沢本町駅から徒
歩7分G無料i無休pなし

0466-22-2266t

付録オモテD4MAP

常光寺
境内は樹林に包まれ、その全体が
市の天然記念物に指定されてい
る。なかでも「かながわの名木100
選」のカヤの大木は圧巻だ。寺の南
側の公園には「弁慶塚」がある。

●りゅうこうじ

K藤沢市片瀬3-13-37 k江ノ電江ノ島駅から徒歩3分 G無料 
J9時30分～16時i無休 p5台 [設備]トイレ

0466-25-7357t 付録ウラ①C1MAP

龍口寺
かつて日蓮聖人が奇跡的に処刑をまぬがれたことで知ら
れる龍の口刑場跡に、延元2年（1337）、日法上人により
建立された。五重塔は「かながわの建築物100選」に選
定され、江の島シーキャンドルからも見ることができる。

江
島
神
社
の
縁
起
書
で
、
江
の
島
が
弁
財

天
信
仰
の
聖
地
と
な
っ
た
ル
ー
ツ
と
な
る

物
語
。
江
の
島
の
龍
恋
の
鐘
（
⬇
P
7
）

は
「
天
女
と
五
頭
龍
」
の
恋
物
語
に
ち
な

ん
だ
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

「
江
島
縁
起
」物
語

【
あ
ら
す
じ
】
五
つ
の
頭
を
持
つ
恐
ろ
し

い
龍
が
鎌
倉
に
住
み
、
悪
行
の
限
り
を
尽

く
し
て
村
人
を
苦
し
め
て
い
た
。
あ
る

日
、
海
が
荒
れ
る
と
島（
江
の
島
）が
現

れ
、天
か
ら
美
し
い
天
女（
弁
財
天
）が
舞

い
下
り
る
。一目
で
恋
に
落
ち
た
龍
は
求
婚

す
る
が
、悪
行
を
理
由
に
結
婚
を
断
ら
れ

て
し
ま
う
。
悲
し
ん
だ
龍
は
心
を
入
れ
替

え
、
人
々
の
た
め
に
尽
く
し
、
つ
い
に
心

を
許
し
た
天
女
と
結
ば
れ
た
と
い
う
。

▲
県
内
唯一の
本
式
木
造
五
重
塔
。

明
治
時
代
に
建
立
さ
れ
た

▼
開
運
干
支
暦
手
拭
い
は
、期

間
中
に
藤
沢
市
観
光
セ
ン
タ

ー
や
、藤
沢
市
ふ
じ
さ
わ
宿

交
流
館
な
ど
で
販
売

東海道五十三次や藤沢宿に関する資料を
わかりやすく展示。宿場の歴史に関する
講座や寄席などのイベントも開催され、
歴史散策の休憩処としても利用できる。
K藤沢市西富1-3-3kJR藤沢駅北口から徒歩14分 
G入館無料J9～18時（10～3月は～17時）i月曜

（祝日の場合は翌日） pなし

0466-55-2255t 付録オモテE4MAP

藤沢宿の郷土資料を見学できる

●ふじさわしふじさわしゅくこうりゅうかん
藤沢市ふじさわ宿交流館

藤沢宿や旅人の様子、当時から人気の高
かった江の島などを描いた貴重な浮世絵
を中心に郷土資料を展示する。浮世絵す
り体験（毎週土・日曜の午後）も実施。
K藤沢市辻堂神台2-2-2ココテラス湘南7階kJR辻堂
駅北口から徒歩5分G入館無料J10～19時（最終入
館は18時30分）i月曜（祝日の場合は翌日）pなし

0466-33-0111t 付録オモテC4MAP

浮世絵や郷土資料から歴史を学ぶ

●ふじさわしふじさわうきよえかん
藤沢市藤澤浮世絵館

▲江戸時代をイ
メージした建物
も印象的
▶昔の藤沢宿周
辺を再現したジ
オラマ

▲藤沢宿や江の
島などテーマごと
に浮世絵を展示

◀さまざまなテーマで展示替えを行う企画展示コーナー

藤
沢
七
福
神
め
ぐ
り

開
運
祈
願
！

毎
年
1
月
に
藤
沢
七
福
神
め

ぐ
り
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
。藤
沢
七
福
神
の
神
社
･

寺
院
は
藤
沢
宿
に
あ
る
4
カ

所
を
含
め
て
合
計
8
カ
所
。

参
加
用
紙
は
市
内
鉄
道
各

駅
や
、観
光
案
内
所
（
⬇

P
3
）で
。

☎
0
4
6
6・
2
2
・
4
1
4
1

（
藤
沢
市
観
光
セ
ン
タ
ー
）

大黒天（諏訪神社）
寿老人（感応院）
福禄寿（常光寺）
毘沙門天（白旗神社）
布袋尊（養命寺）
恵比寿（皇大神宮）
毘沙門天（龍口寺）
弁財天（江島神社）

藤
沢
七
福
神

藤
沢
宿
に
あ
る
寺
社

浮世絵にも描かれた
藤沢を代表する古刹

源義経を祀る自然豊かな神社

緑に包まれた静かな境内

日蓮聖人ゆかりの古刹
▶
江
島
神
社
の
奉
安
殿
に
安
置
さ

れ
て
い
る
妙
音
弁
財
天（
み
ょ
う
お

ん
べ
ん
ざ
い
て
ん
）


